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納豆菌によるアミノ転移について(第2報)

柿　本　大　壱･金　沢　昭　夫

Study on the Transamination in Bac. Natto No. 8･ (ⅠⅠ)

Daiichi KAXIMOTO and Akio KANAZAWA

著者等はBac. Natto N0.8　がアミノ転移を行うか否かについての予備的研究として此

の菌を繁殖せしめた培養基中のアミノ酸の消長を淀紙クロマトグラフィーによって試験し

その結果過去の研究者が発表しているアミノ転移と同様な現象が認められたことを報告し

た(1) (第1報).然し乍ら此の様な方法では生活している細菌細胞が営む他の色々な代謝も

同時に行われ,その結果培養基中の或る成分からアミノ酸が合成されたり,基質中の成分

が分解されたりすることも予想しなければならないのでアミノ転移の観察方港としては柳

か不完全である.著者等は以上の理由から更にBacI Natto No･8がアミノ転移を行って

いるか否かを明かにするため培養基をCell･freeにした粗酵素液を作り此の粗液について

第1報と同様な方法で培養基中のアミノ酸の変化を検べると共にアミノ転移に関与すると

思われるケト酸類についても検索を行った.アミノ転移に関するこれまでの研究では多く

の場合或る組織又は細胞中のアミノ転移酵素を分離し,それに助酵嵐　ケト酸及びアミノ

酸を加えて転移が行われるか否かを生成物の変化から観察している･之に対し著者等の方

法では出来るだけ生体内の反応をそのままの状態で観察するように工夫した･即ちアミノ

転移が生体内反応であるならば細菌が或る基質中で繁殖する場合に当然アミノ転移に必要

な基質例えばケト軌助酵素を自ら生産しなければならない･そこでBac･Natto No･8が

マーサン氏培養液の如き人工培地で繁殖しアミノ酸代謝を行うにあたり培養液中のアスパ

ラギンが如何なる変化をするかに就て実験を進める一方,ケト酸の二次的生産を予想しつ

つ実験したが,果してアミノ転移に該当するケト酸の検出に成功し且つ第1報にある如く

7スパラギン酸ごアラニン,アラニン-こグルタミン酸,アスパラギン酸ごグルタミン酸の

転移を認めここに始めてBac. Natto N0.8によるアミノ転移の現象をほぼ明確にするこ

とが出来たのでその成果を報告する次第である･

実　験　の　部

実験Ⅰ粗酵素液によるアミノ転移

第1報で述べたと同一のマ-サン氏培養基にBac･ Natto No･8を移植し一定時間培養

したる後細菌通過管を用いてCellJreeとした培養液(粗酵素液)にアスパラギンを添加

し時間の経過によってこれがどのように変化するかを第1報と同様アミノ酸の泌紙クロマ

トグラフィーで検べた結果は第1図に示した通りである･

第1図に於てaは培養16時間後Cell-freeとして得た粗酵素液を更に37℃の恒温幕内

に放置し時間的に粗酵素液内のアスパラギンが変化する状態を示したクロマトグラムで'

b以下eまでは各々培養25, 50, 75, 120時間後Cell-freeとし, aの場合と同様アミ

本報告は昭和28年4月6日,日本水産学会(東京)に於て発表したものである･
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Figl.

The transamination indicated by paper chromatography of

amino acids in cell freed Maassen's solution.
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ノ酸類の変化を示したクロマトグラムである.これによって判るようにaの場合Cell-free

直後はマーサン氏液中の添加アスパラギンのみが認められるが24時間でわずかにアスパラ

ギン酸が認められ120時間で甚だ明瞭になる.此の時間に於て更にアラニンもわずかに現

われ145時間ではアラニンと共にグルタミン酸も出現し爾後248時間に到るまでその状態

が保たれている. 25時間培養後のCell･free液(b)は16時間後のものとあまり差異が

ないが, 50時間後のもの(C)になると最初からCell･free後直ちに滅紙ク.]マ1､グラフ

ィーを行ったが既にアスパラギンの他にアてパラギン酸が認められアラニンが24時間後に

現われる. 75時間以上(d及びe)の場合には最初からアラニンを確認することが出来る･

以上のことからアスパラギン酸とアラニンの転移を行う酵素は培養時間に比例して増加し

たものと考えることが出来よう.然るにダルク'{ン酸の生成は必ずしもアラニンの如くで

はなくむしろ反対の現象を示している.即ち16時間培養後Cell･freeになしたるもの(a)








